
   

 

 

 

 

 

       落ち着いた雰囲気の中で学校生活が再開されました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         避難訓練（不審者侵入を想定した）を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      友部中学校 体育館の空調設備工事の実施 

   

 

 

み つ は 令和７年９月４日 

学校だより NO.22 

笠間市立友部中学校 

9月 1日（月）は、早朝より暑さが感じられる日となりました。夏季休業日 

が終了し、学校に生徒たちの元気な姿が戻ってきました。  

登校後すぐに、職員玄関前の落ち葉を掃いてくれた生徒をたくさん見かけ 

ました。また、登校時に大きな声で「おはようございます」とあいさつをし 

てくれる生徒も多くいました。何気ない行動かもしれませんが、とても嬉し 

く感じました。  

登校後には、各教室の廊下から生徒の様子を確認しました。どの教室も時 

刻をきちんと守り、整然と落ち着いている姿にも友部中学校のよさ、すばら 

しさを感じることができました。9月もまだまだ暑い日が続くかと思います。 

体調管理に気を付けながら、生活をさせていきます。 

 今後も本校教育へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 友部中学校の体育館は、大規模災害発生時において、地域の拠点避難所となって 

います。その関係で、7月 19日から 9月 30日までの予定で、近年の暑さに対応す 

るための対策として、体育館の空調設備工事を実施しています。 

生徒の学習や部活動において、工事期間中は使用不可となっていますが、体育の 

授業では、グラウンドを中心とした活動、部活動では、小学校の体育館を借用して 

対応をしています。体育館の空調設備が整うことで、生徒の諸活動にもよい効果が 

期待できます。 

 保護者や地域の皆様には、10月以降に来校した際には、ぜひ設置状況をご覧いた 

だきたいと思います。 

          9月 1 日（月）の 5校時に、校内に不審者が侵入した際の「避難訓練」を実施し

ました。当日は、笠間警察署の署員の方にもご協力をいただき、不審者への対応や

避難経路の確認などを行いました。また、生徒が下校した後には、職員研修として、

不審者への実践的な対応について、言葉かけやさすまたを使用した不審者の確保方

法などを学びました。学校では、不審者への対応として、職員玄関の施錠、生徒昇

降口や正門・東門を閉めています。さらに、生徒昇降口や 1階廊下には、防犯カメ

ラを設置しています。今後も緊急時にすぐに対応できるように、職員一同、危機意

識をもって生徒たちを見守っていきます。 


